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出席者(学校）
氣賀校長、末吉教頭、塩崎首席、各学年主任、生徒指導部長、保健G長、教務部長、
進路指導部長、総務広報部長、自立支援室長、教育サポート室長、初任者１名

（参考様式１）議事録

令和７年度　第３回学校運営協議会　議事録

府立八尾翠翔高等学校

氣賀 聡

開催日時 令和8年2月13日（金）15:45～17:00

開催場所 府立八尾翠翔高等学校　１階　会議室

出席者(委員）
遠藤 信司委員、東野 敏夫委員、小林 孝泰委員

荷宮　勝也委員

傍聴者

協議資料 「学年・分掌マネジメント表」、「第1回授業アンケート結果」

備考

府立八尾翠翔高等学校　１階　会議室

議題等(次第順）
・校長挨拶
１．今年度の本校の取り組みについて
①平野事務長が１月末に退職→２月１日より前田事務長に
２-1．各学年・各分掌より報告
（１）１学年主任
進学講習を実施し、生徒の進路実現に向けてサポートを行っている。今後も継続して支援を行っていく。
成績の下位層にむけて勉強会や補講などを行い、底上げをしている。
多くの生徒が前向きに学校生活を送ってくれている。進学希望：１５７名　　進路変更４名
（２）２学年主任
進路変更者が４名おり、長期欠席者は2名である。
進路状況は、進学主体（専門学校含む）143名、就職22名となっている。
考査前の勉強会も充実してきている。
来年度は3年生となるため、学校行事等においても中核となるリーダーシップが取れるよう指導していきたい。
（３）３学年主任
「本校に入学してよかった」と回答した生徒は約8割であった。
進路状況としては、１月９日時点で７割の生徒が進路決定済。
国公立大学　5名受験
関関同立　2名受験
進学に関して金銭的に厳しい状況の生徒も見受けられた。
また、進路決定後もクラブ活動に参加し、後輩の指導を行ってくれる生徒もいた。

2-2．各分掌より報告
（１）進路指導部
・進路状況について報告　　自衛隊　1名　　警察官　１名結果待ち　就職　10名内定（全員合格）保護者説明会は年に２回、講師を招いて実施。
・自習室利用者の中からも大学合格者（近畿大学）が出ている。
・奨学金申込については、マイナンバーカードの導入により書類記入は簡便になった。　一方で、不備があった場合には担当者が生徒宅へ訪問して対応するため、学校側で不備の内容を把握できないケースが
あった。今後はより丁寧な確認が必要であると感じている。
（２）教務部
・業務の確認を各分掌主任を通して行うなど、組織的な運営を進めてきた今後も教員の負担軽減を図り、その成果を生徒へ還元していきたい。
・賢者の運用　成績処理関係の業務真にマニュアル作成、ミス防止チェックシートによるミスの未然防止。
（３）生徒会
学校行事について大きな変更はない。　文化祭ではPayPayを導入し、大きなトラブルもなく実施できた。　現在は次年度の体育祭・文化祭に向けて準備を進めている。　球技大会　満足度高い。また、クラブ入
部率も上昇傾向にある。
（４）生徒指導部
生徒指導について状況報告。モラル・マナーの向上。自転車マナーの徹底。敬語の使用などの生活の最低限のマナーを身に着けさせる。
（５）保健部
（６）総務広報部
①校内庶務業務　②広報活動の推進　③業務整理・引継ぎ資料の整理
（７）自立支援部
支援部員４名　毎週会議を実施・連絡帳の活用・就業選択支援という福祉サービスを２月から利用
（８）生徒サポート室
教育相談・支援教育
ＳＣ利用者保護者・生徒　４７件（孤独である・親子関係・人間関係等）
保護者：子の学校生活について・学習不安
ＳＳＷ活用：３件　（生徒在学中に両親と死別・生活保護家庭生徒の進学費用等）
来年度「ほっとＳ」居場所事業がスタート

　質問・協議内容・承認事項等（意見の概要）

3．学校教育自己診断等について
（１）第２回授業アンケート結果（教頭）
平均値は3.3であり、全体的に非常に高い数値であった。
学力向上との直接的な関連は不明であるが、学校としては良い傾向である。
学校教育自己診断　…　入学してよかった　８１％　　入学させてよかった　９３％
生徒向けアンケートにて肯定的な意見を選んだ生徒が８０％を超えた。

校長：
学校自己診断の回収率８７．７％　教職員９５．５％
自己診断の先生の生徒指導に納得できるという回答が上がっている、「生徒との距離を近くしたからこその結果
学校の指導に納得してもらわないと学校は運営できない。3年前、これまでの指導を見直し、方針を変えずに取り組もうと決めた。学校の指導に納得しているという回答が伸びたことを
嬉しく思う。」との発言
今年度の取り組み
①インフルエンザの影響 現在は受けていない
②本校入学希望者159名（前回１６０名）
③トイレの改装　全トイレを洋式化
柏原市が遊水地公園の工事に入る。バックネットの設置が急務。
④部活動入部率８０％　新たな授業の設定。セレクトスポーツ部活のように専門的にその種目を行う
⑤教員表彰：大阪府知事賞・良い歯　保健室　・文部科学大臣優秀教職員賞（養護教諭）
３年連続　大阪府優秀教職員
⑥小中学校生徒対象に安心できるスペースを建設予定「ほっとSプロジェクト」　海外姉妹校締結　府から生徒一人に１０万、先生に２５万の補助が出る

次回の会議日程

令和8年6月予定


